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台湾で中国料理と中国文化をエンジョイしよう 

 「グループ中国だい好き」の主催で、2023年 11月 7日（火）から 11 月 13

日（月）まで 7日間の台湾の旅を企画しました。これまで何度かお世話になっ

ている龍石堂さんが代表をしている旅行社 KIC に相談し、計画をねりました。

旅行の詳細計画はこの会報の第３，４面をごらんください。2020年春からのコ

ロナ発生により龍石堂さんは以前の旅行社を離れることになり、コロナ収束後

に再出発して開業したのが KIC社です。応接室も社長室もないマンションの 1

室に従業員 5、6 人とデスクを共有するという、つつましい会社です。インバ

ウンド客の対応は忙しいけれども、長いあいだの経験のある中国旅行はいまだ

ほとんど企画できていないという説明でした。龍石堂さんとはこれまでの長い

友誼もあり、私たちも起業を支援していきたい、と考えています。 

1 人当り旅費総額は参加者の人数によって以下のように変動します。 

参加者  台湾国内経費【1】  航空運賃 旅費合計  

10～14 人 172,000【2】 79,340 251,340 

15 人以上 155,000【2】 79,340 234,340 

【1】ホテルは 2 人 1 室の代金。【2】ホテル 1 人 1 室の場合は 51,000 円追加

となります。なお、KIC 社に支払う旅費とは別に参加者からは予備費として

3,000 円を、教室メンバー以外のご友人が参加される場合はさらに手続費とし

て 3,000 円をたまわりたいと考えています（メンバーのご家族はメンバー料金

です）。 

 参加希望者は、できるだけ早くその旨内田知行（042－464－8858）までお

知らせください。仮登録だけでも早くしたいというのが KIC社の希望です（航

空券を発券しなければ、キャンセルしても費用はかかりません）。円安傾向が

進行しており、あとで登録すると経費が増額される恐れがあります。KIC社龍
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石堂氏への問合せは 03－6868－7555です。 

 円安傾向と世界的な物価高のあおりをうけて、海外旅行費用もコロナ禍以前

よりもかなり割高になっています。台湾旅行も例外ではなく、上にお示しした

ように、以前よりも大幅に値上がりしています。たとえば、中国旅行老舗の A

旅行社の場合、2023年 12月上旬の「台湾 4日間の旅（台北のみ）」の総旅費

が 298,000円と提示されています。こうしたなかで、今回の私たちの台湾旅行

では、以下のような経費削減策をめざしました。 

 第 1に、参加者の多くが中国語学習者ですので、現地ガイドは随行しますが、

全線添乗員はお断りしました（これは、私たちの中国旅行の従来からの方針で

す）。添乗員費用の負担がないぶんだけ、割安になっています。今回は内田が

全線添乗員の代行として現地ガイドに対応します。 

 第 2に、11月初旬の連休期間を避け、かつ土・日の出発・帰国を避ける日程

としました（土・日の航空便はすでにたいへん混んでおり、航空券も上記金額

の数万円増額になるようです）。 

 第 3 に、航空会社も日本の JAL・ANA を避けて、台湾のフラッグキャリア

ー（中華航空）でないエバー航空としました（日本の航空会社だと、航空運賃

があと 3～5万円増額になるようです）。 

第 4に、現地旅行会社の要求を容れて、民芸店 1か所、免税店 1か所をコー

スに加えました。これによって、台湾国内経費が上記の金額となりました（民

芸店・免税店に立ち寄らない場合は計 5,000円加算とのこと。ご承知のように、

民芸店・免税店における観光客の支払額の最低 2割は現地ガイドへのバックマ

ージンとなります。これは外国旅行・国内旅行を通じた悪しき商慣習です）。 

 第 5に、今回の旅行は私たちのグループの「団体旅行」ですが、航空券の購

入は「団体旅行」としての予約ではありません。KIC社は個人旅行者の航空券

を手配するという形です。早く予約者リストを作成して上記の航空券価格が変

動しないうちに、発券依頼をしたいという対応です。現在のところは、この方

法のほうが「団体旅行」の航空券価格よりも割安になるという説明でした。と

もかく早急に予約者リストを作りたい、というのはそういう理由からです。 

 そこで今回は募集期限を 3回設定したいと思います。第 1 回目：8 月 31 日。

第 2 回目：9 月 15 日。第 3 回目：9 月 30 日。参加希望者は内田まで、できる

だけ早くお電話ください。主催者としては、経費基準を考慮して 15 人以上の

参加を希望していますが、最多 20人で締め切りたいと考えております。 

 以上、コロナ禍収束後の外国旅行の現況についてご説明しました。では、皆

様の参加をお待ちします。                 （内田知行） 








